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マナー教育サポート協会 会報誌

■■ある日のできごとある日のできごと 理事理事 重松照代さん重松照代さん
■■特別会員のママ様から特別会員のママ様から ～～親になってからの癒し親になってからの癒し～～ 岡本祐子さん岡本祐子さん

～～母になり、よく口にする言葉「ありがとうございます！」母になり、よく口にする言葉「ありがとうございます！」～～
村上智美さん村上智美さん

■■活動状況報告活動状況報告 ～子どもプロジェクト～～子どもプロジェクト～ リーダーリーダー 湯浅智子さん湯浅智子さん
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●●季節のお役立ちマナー季節のお役立ちマナー 今回のテーマ「今回のテーマ「七五三七五三」」
●●潜在意識潜在意識 副理事長副理事長 香月香月 泰泰さんさん
●●マナーＱ＆ＡコーナーマナーＱ＆Ａコーナー ～みなさんの疑問にお答えします！～～みなさんの疑問にお答えします！～
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理事 重松照代 さん

お客様との打合せの時間が迫り、少しでも時間を短縮させたいという思い
と、暑いのでなるたけ日陰を走ろうという思いから、都市高速の下の道路を
車で通ることにしたある日のことです。
都市高速では、橋桁強化の工事中で片側一方通行になっていました。信号が
変わったので車を発進させたそのとき、予期せぬ出来事が起こりました。な
んと上から車のフロントガラスに真っ白い水が落ちてきたのです。まるでバ
ケツをひっくり返したような勢いで・・・。

一瞬のことでびっくりして車を止め、外に出てみると車全体真っ白け。どうしたものかと辺りを見ま
わしたが誰も居ません。お客様との約束の時間が気になるので、フロントガラスの部分だけそっと雑巾
でふき取り、お客様のもとへ車を走らせたのですが、道すがら洗車は自分でしないといけないのかどう
かと悩んだ揚句、仕事帰りに現場に戻ることにしました。

現場には、女性の警備員が一人立っていたので事情を説明したところ、物凄い剣幕で「それはうちら
の管轄ではありません。文句なら事務所で言ってください！」と言われました。別に文句を言ったわけ
でなく現場の責任者の方がいらっしゃればと普段の口調で聞いたのに、ひょっとしたら私自身の顔がす
ごい形相になっていたのかなと考えながら事務所に向かいました。

既に連絡が入っていたのか、外で男性が一人立っていて私の顔を見るなり、いきなり言い訳がタラタ
ラと始まりました。「お宅の車が通る前までは一人現場に立たせていた。」とか、「いつも上で工事し
ている人とは連絡を蜜に取り合っている」とか、「そんなに大量の水は落ちるはずはない。セメントは
混じっているが洗えばすぐ取れる」等。聞いているうちに、段々とこちら側の腹がたってきましたので、
「とにかく車を見てください。」と言って車を置いている場所に一緒にきてもらいました。その時、そ
の男性が一言「これはすごい・・・・すみません」と息をのんだ状態になり、すぐさまガソリンスタン
ドに直行。それまで言い訳だらけだった担当者が、打って変わって低姿勢になりました。

そこからは、スタンドの人に手洗い洗車を依頼してくれ、ワックスまでかけてくれたので車はピッカ
ピカ。店内で待っている間、洗車の進み具合を何度も連絡しにきてくれ、汗びっしょりで対応してくれ
てる姿を見て、私も何も言えなくなりました。しばらく、黙って成り行きを見ていましたが、書類にサ
インをして車に乗るとき、その担当者は私に最敬礼で謝りました。車はきれいになったし、「まっいい
か！」と思いながらスタンドから左折するとき、何げなくバックミラーを見ると、その担当者が私の車
に最敬礼をしたままだったのです。

第一印象は「なんていやな人！言い訳ばかりして！」と思ったのですが、その姿を見みたとき、「あ
あ文句を言わなくて良かった」と思ったと同時に、「本当は良い人だったんだ」とも思いました。これ
がいい加減な対応をされていたら、怒り爆発、「許せない！」の状況だったからです。

毎日、身の回りで色々な事が起こりますが、嫌なことがあったとき、私達は１２人の人に言いたくな
り、良かったと思うことは半分の６人の人にしか言わないのが人間の心理だといわれます。
最初は嫌な思いをした出来事も、誠意ある態度に感動し、清々しい気持ちになったある日の出来事を皆
さんに言いたくなってペンを取った次第です。

この日の出来事で、岩下先生のおっしゃるñマナーは愛ò、相手を大切に思う心を一層強く感じました。
マナーは、相手を思う気持ちをその場、そのときに相応しい形で表現するものだとも・・・

【ではまた】
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今、私の癒しは、娘と過ごしている時です。私は、平日働いているので、
娘は保育園に通っています。夕方保育園にお迎えに行くと、「ママーおかえ
りー」と走って抱きついてくる時、朝「いってらっしゃーいチュッ」をして
くれる時、娘が寝相悪く寝ている姿を眺めている時、一気に癒されます。仕
事から帰ってきて、疲れた顔をしていると、「ママ何か怒ってる？」って、
にこっとした顔で聞いてきます。子供の笑顔でまた癒されます。子供って、
不思議なチカラをもっているんですよね。子供ができるまでの癒しは、海外
旅行に行ったり、温泉に行ったり、スポーツしたり、お酒を飲んだり、買い
物に行ったり、お金を使って癒しを求めていたけれど、今は、子供がタダで
癒してくれます。 岡本祐子さん

結婚して３年、子育ての大変さと同時に、子供と過ごす中でいつも娘に癒されていることに気づきま
す。最近、娘を実家に預け夫と一緒にゴルフに行くのですが、コースを回っている時も娘のことを話し
ながら回り、ゴルフが終われば急いで娘のところに帰ります。子供の存在ってスゴイなって思いますが、
私たち夫婦も娘ネタで会話がつきません。
これからも、家族で過ごす時が一番の癒しの場となるよう、夫や子供に思いやりの気持ちを持って接し、
いつも家族が笑って過ごしていける家庭にできたらいいなと思います。
そして、娘にも、人との出会いを大切に、人を思いやる心を持った子に成長してもらいたいと思います。

私には２歳半になる娘がおります。娘を連れて出掛けると、親切な方に助
けていただくことがたびたびあります。
娘が６ヶ月の時の事です。たくさんの買い物を終え、荷物をベビーカーに下
げて帰りの電車に乗りました。しばらくして娘が大声で泣き始めてしまいま
した。泣き止ませようと、抱っこしたりあやしたりしますが、母の焦りが伝
わるのか、なかなか泣き止みません。周りに迷惑をかけて申し訳ないと恐縮
していると、隣に座っていた女性が「元気がよくて可愛いわね。泣くのは赤
ちゃんの仕事よね。」と声をかけて下さいました。なんて優しい方なんだろ
う！私はその一言に救われ、落ち着きを取り戻し、娘も泣き止んでくれまし
た。

一安心éと思っていた矢先、荷物だけが下がっていたベビーカーがバランスを崩して倒れてしまい、
荷物が車内に散乱してしまいました。すると先程の女性がすぐに娘を抱っこしてくださり、近くにいた
４、５人の方々が荷物を拾ってベビーカーをおこしてくれました。私は冷や汗をかきつつ、助けてくだ
さった方々の優しさに感激し「ありがとうございます。」と何度も言いました。
他にも、階段でベビーカーを持っていただいたり、入口でドアを開けていただいたりéと、子供を持っ
てみて、人々の優しさに支えられ、感謝する機会が増えました。
娘も最近はだいぶ言葉が話せるようになってきました。素直に「ありがとう」と言える様、母として、
マナーの心を伝えていきたいと思います。

村上智美 さん

子育てが楽しくてたまらないというお二人を紹介します。
きっと、毎日大変なんでしょうが、何でもプラス思考！素敵
なママです！こんなママと愛情いっぱいで毎日過ごせば、
将来は思いやりあふれた素敵な大人になるのでしょうね！！
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『知ってるっておもしろい! できるってカッコいい!』を、キャッチフレーズに参加者を募り、この
NPOにとって初めての対外的なイベントは、準備段階においても予測のつかないことばかりで、戸惑い
もありましたが、会場となったホテルサンルートプラザ東京様はじめ、サンケイリビング様、千葉生協
様、会員の皆様、関わって頂いた方々のご協力で、68名という多くの方達の参加の下に無事終えるこ
とができました。

開催された８月６日（土）は、この夏一番の暑さに匹敵したのではないかと思われるほどの真夏日。
じりじりと焼け付くような太陽のもと、舞浜駅からミッキーバスに乗ってやってきた子どもたち。“イ
ベントの２時間、何事も無く終われるかしら？”という私たちの不安をよそに、ロビーから会場にやっ
てくる子どもたちの顔には、ワクワクどきどきといった笑顔があふれ、私たちに「よし頑張るぞ！」と
いう勇気を与えてくれました。

会場の８つのテーブルでは、ホテルが用意して下さったディズニーのキャラクターパネルがお出迎え。
席についてからは、シャンデリアや華やかな絨毯といった日常とは違う空間に、ちょっぴり緊張気味の
子どもたち。できれば家族で参加したいという希望も強く、当初予定していた小学生という枠を外した
こともあり、ñ小さいお子さんは飽きないかしらòと心配もありましたが、今聞いたばかりのマナーを小
学生のお兄ちゃんが自分の言葉で伝えてあげたり、お父さんやお母さんも知らなかったマナーがあるこ
とに驚いたり、一緒にフォークナイフを動かしてみることが嬉しそうだったり。また、時々お子さんに
質問をし、○×のプラカード挙げてもらう、マナーの質問にその場で答えるというアイデアも、参加型
のイベントを盛り上げることができたのではないかと思います。

講師は、岩下先生をはじめ、当協会のマナー講師の中から３人の方に引き受けて頂きました。ご本人
たちは、初めての経験で緊張したとのことでしたが、それぞれにお話や見せ方を工夫され、私たちス
タッフも一緒に学ばせて頂くことができました。
最後は、イベント中の様子を親子のスナップ写真としてプレゼント。また、じゃんけんゲームで勝っ
た子どもたちに岩下先生のマナー本をプレゼントという形で終了しました。参加された方のアンケート
では「難しかったけどおうちでもやってみたい！」と書いてくださったお子さん、「知っていたつもり
だったことも、改めて勉強になりました。」と付け加えてくださった親御さんや、私たちのイベント参
加に喜んでご協力下さった会員の皆様からの貴重なご意見を受けとめ、反省を踏まえた上で次のステッ
プに繋げることができれば、NPOのまた大きな一歩になると思っています。 そして、できれば、参加
してくれた子どもたちのその後を聞いてみたいなと思います。

私個人としては、小学１年生の姪とそのお友達が参加したのですが、２学期が始まって早速、ランチ
ルームでの給食時間に椅子の座り方を実践したところ、子どもたちが興味を持って真似しているのを見
て、先生方の刺激にもなったようです。まさに『学べる学ぼう！』だったのでは！と思っています。

最後に、今回講師を務めてくれた３名に『講師としての感想』を伺ってみました。

【岸田輝美さん】「参加する親子のいい思い出に、自分たちも楽しく」が合言葉でした。私たちが
伝えたい思いやりのマナー・食事をいっそう美味しく、楽しく、が感じられた瞬間でした。

【古関裕美さん】子どもたちや親御さん達の立場に立ち、分かりやすく印象に残るようにシナリオを
考えました。反省もある中、結果としてお客様の満足されたお顔を見ることが出来、講師として
臨めた事にも感謝しています。

【田中昌子さん】初めての講師は「覚えたことを忘れずに話す」事だけで精一杯。一人前の講師に
なるには、まだまだ練習が必要ですが、いいスタートを切ることが出来た様に思います。

イベント『夏休み 親と子のテーブルマナー』を終えて

私たちの活動も、設立から３年目に入りました。
第２期下期は、親子向けの大きなイベントを無事成功させることができ、
協会認定のマナー講師も誕生しました。１歩づつ確かな歩みをしています。
ここでは、活動報告をご紹介いたします。



昨年９月から開講した一般向『第一期講師養成講座初級コース』が順調に進み、
今年９月３日から12月まで最終コース『プロフェッショナルコース』へと進めることが出来ました。
現在７名の方がご自分の目標達成を目指し研修に励んでおられます。
また、同時に９月17日から12月まで『第二期初級コース』が開講いたしました。昨年同様、受講生
募集のPRに苦慮いたしましたが、目標の１０名には達しないものの、９名の応募があり無事開講するこ
とが出来ました。
今回の受講生の特徴として、熊本・岡山・仙台など広域にわたっていることです。
（いよいよNPOの全国展開も遠い夢ではないように思われます。）
これは、ホームページと岩下理事長の著書やインターネットのmag２（まぐまぐ）を利用したPRが大き
いようです。勿論、会員の皆様による日頃の口コミPRが功を奏していることは言うまでもありません。
心から感謝申し上げます。有り難うございました。
さて、今まで岩下理事長にñ講師養成講座òの研修を全てお願いしておりましたが、今年５月、特別会
員の中から12名のñNPO認定講師òが誕生いたしました。そのことにより、今後は少しづつ認定講師も講
座を受け持つよう体制を整えて行きたいと思います。

また、第一期生のアンケート等から「理解するには時間が足りない」「実技をもっと増やして欲し
い」などの意見が出ており、次年度に向けてカリキュラム等の見直しを図り、より充実した研修内容で
受講生の満足度を高めて行きたいと思います。会員の皆様には、今後もご意見を伺いながら充実した内
容の『講座』を作成して参りたいと思いますので忌憚のないご意見やアドバイスをお願いいたします。

事業推進は、このＮＰＯが進めようとしている事業を発展的にするために営業や企画をする部署です。
今年の６月以降は、営業的な活動をする際のトークをメンバーがある程度共通しているよう話し合いを
持ちました。この協会の紹介と、子供達に講演をする内容とその特徴が具体的に話せるようにした上で、
一目でご理解頂けるようなリーフレットを作成しました。デザインは協会の名刺作成もして下さってい
る粕川幸恵さんというデザイナーにお願いしました。やさしい色合いとわかりやすさが、このＮＰＯら
しさを表現されています。 ９月初旬に出来上がりましたので、現在は個々にそのリーフレットをもっ
て活動展開を始めたところです。
今後は、方針や目標（年間目標、月間目標など）を作り、初めてお目に掛かる方にハラハラ、ドキドキ
しながらも実現のため楽しく進めていきたいと考えております。

講師養成講座（初級コース、中級コース、プロフェッショナルコース）の必要講座単位数を受講し、
講師認定試験に見事合格された方をご紹介します。
なお、講師認定授与式は、５月２８日、池袋東京都芸術劇場にて行われました。

■青木まき子 ■岸田輝美 ■熊澤厚子 ■古関裕美 ■重松照代

■染谷利江 ■高村多英子 ■田中昌子 ■田中ゆり子 ■南 節子

■向山邦子 ■吉村景美 （合計１２名／敬称略）

４４



当協会が夏休みに主催したイベントでは多くの参加者の方からアンケートにご意見を頂戴しました。そ
こで、「親と子のマナー講座（第３回）」では、テーブルマナーについておさらいをしたいと考えました。

テ－ブルマナ－というと、「特別で堅苦しい」といったイメ－ジを持つかもしれませんが、このことも
先人たちの生活の知恵として、今日まで継承されていることと言えます。では、どのような目的でテーブ
ルマナーが生まれたのでしょうか。ここで少しご案内します。

今回のテーマ今回のテーマ 親と子のテーブルマナー親と子のテーブルマナー

テーブルマナー・メモ<その1>

食事中のサイン
食事中のサインにはいくつかあ
りますが、
いずれも、ナイフの歯は内側に、
フォークの歯は下に向けて置きま
す。サイン例を図示すると次のと
おりです。

テーブルマナー・メモ<その2>

食事が終えたサイン
食事が終わった時のサインとしては、
使わなかったナイフもサインのために、
また後片付けがしやすいように、皿の上
に添えておきます。北ヨーロッパ式の場
合は、フォークを横に立てるようにして
おき、フォークの歯の間にナイフを入れ
ます。

テーブルマナー・メモ<その3>

１．自分自身がおいしく食べるために。

料理をおいしく食べるためにできたのが、食べる
順番です。オ－ドブル、ス－プ、魚、肉と
“軽いもの→重いもの”
“あっさりしたもの→濃厚なもの”
となっていて、よく味わって召し上がれるように
なっています。

２．一緒に食事をする人を不快にさせないために。

食べるぺ－スは、相手に合わせましょう。
また、食事がおいしくなくなってしまうような
話題（トイレ・ケガ・病気など）は避けるように
しましょう。

フルコース
フルコースの順番は次の通りです。
①食前酒
②オードブル
③スープ・・・・パンを食べ始めます。
④魚・・・・・・白ワインが出されます。
⑤ソルベ（口直し：シャーベット等）
⑥肉・・・・・・赤ワインが出されます。
⑦サラダ・・・・パンはここで下げられます。
⑧菓子
⑨フルーツ
⑩コーヒーあるいは紅茶

３．事故を防ぐために。

ナイフ・フォ－クマナ－には、事故を防ぎ、ケガをしないためにナイフを持っていかない、ナイフの刃は
内側に向けるなどの決まりがあります。

５５



テーブルマナー・メモ<その４>

カトラリー
ナイフ、フォークは一番右側にあるスプー
ンをよけて、外側から使っていきます。
また、正面に置いてある果物用ナイフ、
フォークやお菓子用のスプーンは、内側から
使う場合と外側から使うようセッティングさ
れている場合の二通りあります。
果物、菓子の順に出てきますので、ナイフ、
フォークを先に使うことになります。

では、お子さんと食事に行くとき、具体的にどのようなことがしっかりできればよいのでしょうか？

１．箸やナイフ、フォ－ク、スプーンを正しく持つことができる。
２．お茶碗・お碗を手に持って食べることができる。
３．箸やナイフで一口大に切って口に運ぶことができる。
４．口の中に食べ物を入れたまま話をしたり、くちゃくちゃ噛まない。

どれも日常生活の中で、身につけられることばかりだと思います。
お子さんの成長に合わせて、家族で外食を楽しみましょう。

テーブルマナー・メモ<その４>

ナイフ
魚料理のナイフは、鉛筆を持つようにして持

てば、エレガンスに見えます。肉料理のナイ
フは、人差し指をのばして持たないようにし
ます。人指し指をのばして持ちますと、切れ
ないナイフという意味になりますし、見た目
もよくありません。
また、ナイフを使うときは、ギコギコと切
らないようにしましょう。低い位置に構え、
向こう側から手前の方に一気に切るようにし
ます。左側から一口ずつ切りながら食べます。

６６

インターネットは、大人にとっても子どもにとって
も、なくてはならないものとなっています。インター
ネットはたいへん便利なものですが、注意しないとト
ラブルにまきこまれたり、危険（きけん）な目にあっ
たりすることがあります。

この「ルールとマナー集」は、インターネットを楽
しく安心して利用するための約束ごとを説明したもの
です。しっかり読んで、身につけてください。読んで
いてわからないことがあったら、先生や親などの保護
者の方に質問し、教えてもらいましょう。

「ルールとマナー集」で説明する柱は、
（１）自分の身は自分で守る、
（２）相手のことを思いやる、という２つです。

私たちの日常にはインターネットが大よそ浸透し、ホームページで様々な情報を検索したり、電子メー
ルで連絡をとりあったり、すっかりなくてはならないツール（道具）になっているのではないでしょうか。
子どもさんたちも学校でパソコン操作やインターネット操作の学習がなされ、自宅でも自由に使ってみた
い！ということもあるでしょう。しかし、インターネット上の情報には子どもには見せたくないものや、
危険を伴うこともあります。ここでは、以下のホームページを参考に、お子様と会話しながら是非、少し
づつ確認してみてはいかがでしょうか。

提供：財団法人インターネット協会

http://www.iajapan.org/rule/rule4child/v2/



七五三は子どもが３歳、５歳、７歳になった時に、氏神様にお参りして、今後
も健やかに成長することを祈る儀式です。一般に、男の子は３歳と５歳、女の子
は３歳と７歳に行います。もともとは、江戸時代中期に、幼児の成長の節目ごと
に宮中や公家、武家で行われていた風習でした。古来、「７つまでは神の子」と
言われていました。これは、当時は子どもの死亡率が高く、３，５，７歳の節目
を通過することは、親としての喜びが大きかったのです。男女ともに生まれて７
日目に産毛を剃り、３歳まで剃っていた髪の毛を伸ばし始める「髪置（かみお
き）」の祝いを３歳に、５歳には、男の子を碁盤の上で吉方に向かって立たせ、
左足から袴をはかせる「袴着」の祝い、７歳は女の子が初めて着物の付け紐を
取って正式な帯で結ぶ「帯解」の祝いでした。現在のような行事が定着したのは
明治頃からのようです。

以前は数え年で祝うものとされていましたが、近年は満年齢で行う方が増えています。地方によっては、
３歳あるいは５歳だけをお祝いしたり、氏神様ではなくお寺にお参りする場合もあります。
七五三が１１月１５日になったのは、この日は鬼が自分の家にいる鬼宿日のため、祝い事をするのに適

しており、また、氏神様を山に送り出す祭りの日でもあったと伝えられています。神社でお祓いを受け、
祝詞をあげてもらう場合は、社務所に申し込みます。お礼は、赤白の蝶結びの水引をかけ、「初穂料」ま
たは「玉串料」と書き、その下に子どもの名前と年齢を記します。料金が決められているところもあるの
で、事前に確認しておきましょう。
晴れ着は本来、母親の実家か双方の実家が費用を出し合って贈るものでしたが、最近は現金を包む場合

が多いようです。また、和服を着る機会がほとんどありませんので、衣装から小物類までがそろっている
便利なレンタルを利用するケースや、入園、入学式にも着られる洋服を新調することが多くなっています。
両親の服装は、和装でも洋装でもかまいませんが、子どもの装いとのバランスを考えて選ぶとよいでしょ
う。
お祝いを贈るのは、身内でもとくに親しくしている人のみです。祖父母がお祝いを贈る場合は、両親の

希望を確かめてからにします。衣装代や写真代などで出費がかさんでいますから、現金や商品券なども喜
ばれます。贈るときは、のし袋に赤白の蝶結びの水引をかけ、表書きは「御祝」とするか、３歳なら「御
髪置祝」、５歳なら「御袴着祝」、７歳なら「御帯解祝」とします。
お祝いのお返しは基本的には必要ありませんが、高額のお祝い金をもらった場合など、どうしてもお返

しをしたい場合は、その半額程度の品を１１月末までに贈ります。表書きは「内祝」とし、子どもの名前
を記します。
お祝いをもらわなかったとしても、ふだんお世話になっている家に千歳飴や赤飯を配り、子どもと一緒

に感謝の気持ちを表すとよいでしょう。千歳飴は、紅白の細長い飴が、松竹梅や日本の長寿の象徴である
鶴亀などの描かれた袋に入っています。千年あめや、寿命あめとも言われ、ひっぱると伸びることから子
どもの健康と長生きを祈る縁起菓子とされてきました。

いかがでしたでしょうか？「七五三」。最近では、すっかりやらなくなったと思われた方はいらっしゃ
いませんか？もし、お子様やお孫様にいらっしゃったら、是非、成長祈願と記念にお祝いなさってはいか
がでしょうか。

今回のテーマ今回のテーマ 「七五三」「七五三」

７７

03-3506-3831
＊留守電設定あり

又は田中ゆり子さん
までご連絡下さい。

イベントのお知らせ（会員の皆様へ）



自分のこころの姿を見ることはできないけれど、脳の辺りにありそうだとか、胸の辺りにありそう
だとか、何となくそのような気がします。胸を締め付けられるような気持ちになることも確かですが、
それは脳からの信号を胸が受けとめて反応しており、基本的には脳と一体の存在だと思います。
脳がのんびりしているときはアルファー波が多く出ており、そのときは胸も何事もないかのごとく

感じ、こころもリラックスしているような気がします。

ところで、潜在意識はこころの奥深いところにあって、いざとなったときに顔を出してくれるよう
な存在だと思いますが、顔を出してもらうには普段から仲良くしてないといけないように思います。

潜在意識は、のんびりしているとき、即ち、アルファー波が多く出ているときにこころに思い描く
イメージをスムーズに受けとめ、意識の中にそのイメージを取り込んでくれると言われています。

ゆったりと入る風呂の中で、眠る前のまどろみの中で、あるいは夕焼けや星を見ながら良いイメー
ジを描くと潜在意識の中に良いイメージが取り込まれます。

勿論、リラックスしたひと時でも、今日はいやな日だったな、あの人はいやだなというように、い
やだなと思うと、それが潜在意識に送り込まれますので、いざとなったときに悪いイメージがこころ
を覆うことになりそうです。

いつも良いイメージを潜在意識に送り続けたいものです。そのためにも良いイメージと共に眠りに
つきたいですね。

副理事長 香月 泰 さん

新たな明日へ

何事もぼつぼつでいいよ

一朝一夕にはいかないから

何事もぼつぼつでいいよ

ささやかな夢を抱きながら

こころは潜在意識に左右されるそうだ

潜在意識にいいイメージを送り込もう

ささやかな夢が叶うイメージを思い描こう

喜んでくれたひと時の出逢いを思い出そう

眠りの前に今日への感謝を込めながら

潜在意識にいいイメージが送り込まれ

潜在意識がいいイメージに包まれる

意識が変わりこころも和らぐよ

きっと明日は新たな明日だよ
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